
セルリーの発芽

ポット育苗

箱まき育苗

播種と育苗播種と育苗

タキイのセルリー栽培マニュアルタキイのセルリー栽培マニュアル

↑セルリーの発芽 ↑セルリーの花

セルリーの発芽と生育セルリーの発芽と生育 セルリーの抽苔と種類セルリーの抽苔と種類
発芽適温　18～20℃
15℃以下になると発芽に日数がかかります。
25℃以上になると発芽が急激に悪くなり、30
℃以上ではほとんど発芽しなくなります。
生育適温　20～22℃
比較的低温に耐え、0℃以上では寒害は少ない
が、品質が悪くなるので最低３～５℃は保つよう
にします。高温には弱く、25℃以上で生育が悪
くなり、品質も劣化します。

セルリーの花芽分化と抽苔
本葉２枚以上の苗が長日条件の下で12～
13℃の低温に感応して花芽を分化します。
低い温度ほど、低温にあう期間が長いほど、
大株になるほど抽苔しやすくなります。分化
後の抽苔は長日高温条件で促進されます。ま
た低温条件下でも短日条件で抽苔は抑制さ
れます。
長日条件…10～12時間以上
短日条件…８時間以下で花芽形成抑制

セルリーと同じ仲間に、セルリアック（根用セルリー）やキンサイ（芹葉ま
たはスープセルリー）があります。セルリアックはカブ状に肥大した部分
をスープなどに利用します。キンサイはセルリーと違って葉柄が細く、中
空で肥厚しませんが、香りが強く、中国などでスープなどに利用されます。

［発芽のポイント］
種子がかくれる程度に覆土し、乾燥を防ぐため、
ぬれ新聞紙などで覆います。発芽日数は10日程
度で、発芽したら被覆資材は早めに取り除きます。

セルリーは初期生育が遅いので、育苗中は十
分な手入れをして大苗に育て上げ、畑に定植
します。育苗の段階で生育のよいものを選ん
で鉢上げ移植し、こまめな管理をして本葉７～
８枚の大苗になるまで育てます。育苗中、降雨などにより土壌水分が多くなると苗

立枯病の発生が多発するので、ハウスなどの施
設内で育苗するとよいでしょう。

1回目は発芽揃い時に込んでいると
ころを間引き、２回目は本葉２枚時に
1～1.5㎝間隔に間引きします。

［セルリーの栄養成分］
セルリーは独特の歯ざわりと香りがあり、カロテン、カルシウム、鉄、ビタ
ミンＣ、食物繊維が豊富な野菜として知られています。またセルリーの
香気成分は、神経系統に働いてイライラを抑える働きや胃液の分泌を
促進し、食欲を高める効果があります。
主に茎の部分がサラダや炒め物などで食べられますが、栄養価は葉の
部分がすぐれているのでスープや汁の実、ピクルスなど積極的に利用
するようにしましょう。

［セルリーの原産地と仲間］
原産地は、地中海沿岸の水辺周辺で、やや湿気の多い土壌に生育して
いたと考えられます。ギリシャやローマ時代、整腸や強壮の薬草として
使用していたとの記録があり、独特の強い香りは魔よけなどに用いられ
ていました。日本では、終戦後に洋風料理が増えるのにともなって食べ
られるようになり、西洋野菜として現在ではなじみ深くなっています。

↑セルリーの種子

本葉

子葉

セルリーの育苗
本葉７～８枚の苗で定植

定植苗1回目の移植

［セルリーの種類］
分　類

スープセルリー群
東洋在来種
黄色種
緑色種
交雑群

　　　　　　　特　性
葉柄細い　基部中空
葉柄細く、肥厚せず草丈高い
葉柄幅広、肉厚、抽苔早い
葉柄円形、肉厚、抽苔遅い
緑色種×黄色種

10㎝

1回目移植
播種後30日程度

15～20日
程度育苗

2回目移植
１回目移植後
20～30日程度

少ない本数であれば
ポリ鉢に直接まいても
よいでしょう

4～5粒播種する

間引いて
１本仕立て
にする

トレイ育苗

本葉2～3枚

本葉5～6枚

9～12㎝ポット
6㎝ポット

6㎝ポット

播種

発芽日数 7～12日

幼根

×

作型 月

冷涼地

中間地

暖　地

×

×

×

：タネまき
：育苗期

：生育期
：定植×

：収穫期
：適宜播種可能

適期表記号説明4 5 6 7 8 9 10 11 12 1



葉枚数の増加（横の生長）

セルリー春まき秋どり栽培

深植えしない

生育適温　20～22℃

播種 育苗期

0 30 75 105 135 165（日）

定植活着期 株の充実（縦の生長） 収穫

害虫に対する薬剤散布を
定期的に行う

収　穫収　穫 セルリーの病害虫と生理障害セルリーの病害虫と生理障害

タキイのセルリー栽培マニュアル

定　植定　植

セルリーの生育セルリーの生育

［マルチ］
マルチを利用すると生育がスムー
ズに進みます。特にシルバーマル
チは雑草防除とアブラムシの寄生
を抑えウイルス病を避けること、
さらに夏場の地温上昇を和らげる
ことができ、生育を促す効果があ
ります。
［追肥］
定植後15～20日に１回の割合で
化成肥料をチッソ成分で60～80
ｇ程度を与え、追肥を切らさない
ようにします。
［潅水］
セルリーは乾燥に弱く、多くの水
分を必要とするので、夏の晴天が
続くようなときにはたっぷりと潅
水をするようにしましょう。
［薬剤散布］
葉枯病、斑点病は、発病すると急
速に拡大するので定期的に殺菌剤
の予防散布を行います。
［株の管理］
定植後30～40日後（本葉14～
15枚）くらいから、株元から発生
するわき芽と変色した下葉を順次
摘み取ります。わき芽の処理が遅
くなると生育が抑制されるので注
意します。

定植後、約70～90日で収穫できます。芯葉が立ち上がり、葉の生
育が旺盛になったころ、大きくなった株から外葉をかきとるか、株ご
と収穫します。

［病気］
葉枯病（糸状菌）…下葉から淡黄色で円形の病斑ができ、徐々に大
きくなり褐色になる。茎や葉柄にも発生し、だ円形のくぼみができる。
斑点病（糸状菌）…葉に褐色で円形の小斑点を生じ、病斑が拡大して
いき、その周囲は黄化していく。
軟腐病…株元から発生し、高温期の発生が多く、病原菌が細菌で発
病すると防除が難しい。多肥や多湿条件でも発生しやすい。
［害虫］ハスモンヨトウ、ハダニ、ハモグリバエ、ナメクジなど

外葉からかきとって収穫すると長期間収穫できるが、遅れると茎に
スが入るので注意する

生育最盛期になると、旺盛な
葉やわき芽が急速に出てくる
ので、下葉の古葉や黄化した
葉、大きく伸びたわき芽は除
去する

畑は定植の１カ月くらい前に良質な堆肥を十分に施して、準備して
おきます。植えつけの深さは、鉢土と同じくらいとし、芯葉に土を入
れないように注意します。植え穴のまわりに土を入れ、鉢土を押さえ
て土と密着させます。

定植後の苗 定植後、約2週間～20日 生育途中 収穫前の株

1回の栽培に必要な施肥量（全体）は、目安として10㎡当たり成分
量で、チッソ800ｇ、リン酸600ｇ、カリ600ｇを施用します（トップ
セラーは吸肥力が旺盛なため、半分程度の施肥量でよい）。ほかの
野菜と比べて２～３倍の肥料分が必要で多肥栽培になります。完熟
堆肥を多めに施し、栽培期間が長いため元肥2/3、追肥1/3の割合
にします。元肥は緩効性か有機質の肥料を利用するとよいでしょう。
マルチを利用するときは、施肥量を70％程度にして全量元肥とし
ます。芯腐れ症を防ぐため、苦土石灰を1.5～2㎏施用します。

追肥と管理追肥と管理

施肥量施肥量

生育最盛期に入ると若い葉の縁が黒変したり、葉が黒変、枯死し
たりすることがあります。これは石灰欠乏症（カルシウム欠乏
症）で、生長の盛んな葉にカルシウムが十分に送られないときに
起こる生理障害です。発生する条件としては、乾燥、高温、多肥、
急激な生育などによるものです。水分が十分な状態で芯腐れ症
になる場合は、チッソ過多か高温が原因になります。

芯腐れ症芯腐れ症

うね幅130㎝

セルリーの定植（黒マルチを利用）

かきとって
収穫する

収穫期のセルリー

下葉

わき芽

本葉7～8枚本葉2～3枚

定植後の生育初期に十分な光を当てて、
横の生長を促し株の肥大を進めます。
生育後半になると縦の肥大を促して、
株を充実させ草丈を確保します。

アブラムシ回避のため、
定植後、被覆資材（寒冷
紗など）でトンネル全体
を覆うとよいでしょう

発芽温度は
18～20℃
が適温

定植期
乾燥が続く場合は
定期的に潅水を行う

収穫

芯葉の立ち上り

発芽

定植後、定期的に
追肥を行う
（15～20日間隔）

黄化した下葉やわき芽は
早めに取り除くようにする本葉14～15枚

アブラムシの忌避効果や地温抑制
のためシルバーマルチや白黒ダブ
ルマルチを利用するとよい

35～45㎝

60㎝

本葉7～8枚
（ポット育苗）
で定植
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